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第
55
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会

～
小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
ポ
ン
プ
車
の
部
　
優
勝
独
占
！
～

春
日
地
区
土
砂
災
害
防
災
訓
練　

～
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

▲高レベルな操法が披露されました。

▲ポンプ車の部優勝　揖斐分団

▲�揖斐川町災害救援ボランティアによる
土砂除去訓練の様子

※�テントおよび音響機材は、宝くじの助成金
を受けて整備しました。

▲レスキュー隊による救助訓練の様子

▲小型ポンプの部優勝　小島分団

　

６
月
20
日（
日
）、
池
田
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
時
折
雨
の
降
る
中
、
第
55
回
揖
斐

郡
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
揖
斐
郡
内
の
消
防
団
か
ら
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
12
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ

車
の
部
は
10
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

優　

勝　

揖
斐
川
町
消
防
団　

小
島
分
団

準
優
勝　

揖
斐
川
町
消
防
団　

大
深
分
団

３　

位　

揖
斐
川
町
消
防
団　

脛
永
分
団

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

優　

勝　

揖
斐
川
町
消
防
団　

揖
斐
分
団

準
優
勝　

大
野
町
消
防
団

３　

位　

揖
斐
川
町
消
防
団　

小
島
分
団

　

土
砂
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
が
６
月
27
日（
日
）、
春
日
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
春
日
地
区
の
住
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
に
よ
り
、
岐
阜
県
や
自
衛
隊
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
土
砂
災
害
発
生
時
に

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の
避

難
訓
練
や
救
助
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

訓
練
は
的
確
、
迅
速
に
行
わ
れ
、
訓
練

後
の
防
災
講
演
会
で
は
、
被
害
の
規
模
の

把
握
や
迅
速
な
避
難
活
動
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
避
難
経
路
の
確
認
や
非
常
持
ち
出

し
品
の
準
備
、
防
災
情
報
の
収
集
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
１
日（
日
）
に
は
、
揖
斐

川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
で
、「
消
防

感
謝
祭
」
第
59
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。揖
斐
郡
を
代
表
し
て
、

揖
斐
川
町
の
消
防
団
も
出
場
し
ま
す
。
大

会
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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砂
防
指
定
地
等
監
視
員
永
年
勤
務
者

に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
18
日（
金
）
揖
斐
土
木
事
務
所
で
、

砂
防
指
定
地
等
監
視
員
の
永
年
勤
務
に
対

す
る
感
謝
状
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
奥お

く

田だ

豊と
よ

歳と
し

さ
ん（
坂
内
広
瀬
）
と
中な

か

川が
わ

武た
け

志し

さ
ん

（
東
横
山
）
で
す
。

　

奥
田
さ
ん
は
33
年
間
、
中
川
さ
ん
は
13

年
間
の
長
き
に
亘
り
、
急
峻
か
つ
危
険
を

伴
う
砂
防
指
定
地
等
に
お
い
て
不
法
行

為
、
危
険
個
所
の
見
回
り
な
ど
の
監
視
業

務
を
行
い
、
砂
防
指
定
地
等
管
理
行
政
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

▲中川武志さん ▲奥田豊歳さん

▲「走る川」の合唱 ▲学習成果発表会 ▲アユの放流

永
・
加
茂
自
治
会
防
災
倉
庫

～
地
域
で
守
る
共
助
の
意
識
～

▲加茂自治会の防災倉庫と仮設トイレ（ 永）

　

近
年
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
全
国
的
に
災
害
に
対
す
る
取

り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
は
、
ま
ず
初
め
に
自
ら
の
身
を

守
り（
自
助
）、
そ
れ
か
ら
互
い
に
協
力
し

地
域
を
守
る（
共
助
）こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、地
域
と
し
て
取
り
組
ん
だ「
共

助
」
の
防
災
対
策
の
先
進
事
例
と
し
て
、

永
地
区
・
加
茂
自
治
会
の
防
災
倉
庫
が

あ
り
ま
す
。

　

加
茂
自
治
会
で
は
、
人
命
・
財
産
を
守

る
た
め
に
地
域
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
み
、
防

災
倉
庫
と
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守

る
」防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
は
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

６
月
12
日（
土
）、
揖
斐
川
河
川
敷
会
場

お
よ
び
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
を
中
心
に

「
第
30
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会　

サ
テ
ラ
イ
ト
い
び
が
わ
会
場
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
主
役
と
な
り
、
森
や
川
の
美

し
い
自
然
環
境
を
保
つ
こ
と
が
、
豊
か
な

海
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
認
識

し
、
私
た
ち
の
身
近
な
水
環
境
に
つ
い
て

考
え
、
行
動
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
河
川
敷
会
場
で
は
、「
揖
斐
川

流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
し
て
、
河
川

敷
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、
川
と
海
を
回
遊

す
る
「
ア
ユ
」
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
会
場
で
は
、
町

内
に
あ
る
９
つ
の
小
学
校
が
、
環
境
を
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
だ
学
習
成
果
の
発

表
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
美
し
い
川
を
守
る

こ
と
が
豊
か
な
海
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
町
内
６
つ
の
中
学
校
３

年
生
全
員
で「
走
る
川
」を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
曲
は
、
揖
斐
川
が
力
強
く
流
れ
る

様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
、
中
学
生
が
合
唱
す
る
曲
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
「
森
・
川
・
海
」の
つ
な
が
り
も
次
世
代

へ
引
き
継
ぎ
、
美
し
い
自
然
環
境
の
保
全

を
継
続
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

第
30
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
「
サ
テ
ラ
イ
ト
い
び
が
わ
会
場
」
開
催

～
子
ど
も
た
ち
と
つ
な
ぐ
、
森
と
水
の
里
づ
く
り
～
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谷
汲
ゆ
り
園
ゆ
り
ま
つ
り
開
催

　
　
～
ゆ
り
と
郷
土
芸
能
の
競
演
～

夜
叉
ヶ
池
山
開
き

～
伝
説
の
池
を
目
指
し
て
登
山
～

徳
山
ダ
ム
号
が

乗
車
５
０
０
０
人
を
達
成
！

　

６
月
13
日（
日
）、
20
日（
日
）
の
２
日

間
、
谷
汲
ゆ
り
園
で
、
ゆ
り
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
は
開
花
の
見
頃

を
迎
え
た
ス
カ
シ
ゆ
り
に
囲
ま
れ
、
ヒ
ノ

キ
の
木
立
の
中
で
の
谷
汲
踊
や
い
び
が
わ

Ｍ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
」
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゆ
り
園
は
、
谷
汲
大
洞
地
区
の
皆
さ
ん

が
力
を
あ
わ
せ
て
管
理
し
て
お
り
、
平
成

８
年
の
開
園
以
来
、
少
し
ず
つ
整
備
が
進

み
、
現
在
で
は
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
園
内
全

体
に
30
万
球
の
ゆ
り
が
植
え
ら
れ
、
毎
年

訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

▲乗車 5,000 人記念セレモニー（養老鉄道揖斐駅前で）

▲収穫を楽しむオーナーの皆さん

▲登山者の安全を祈願する「山開き」の様子

▲�いびがわＭＡＸに
よる「よさこい」

▼園内の様子

　

揖
斐
川
町
坂
内
と
福
井
県
境
に
あ
る
夜

叉
ヶ
池
（
標
高
約
１
１
０
０
メ
ー
ト
ル
）

が
６
月
６
日（
日
）、山
開
き
さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
叉
ヶ
池
登
山
口
で
、
安
全
祈
願
が
行

わ
れ
る
と
、
待
ち
か
ね
た
多
く
の
登
山
客

が
夜
叉
ヶ
池
を
目
指
し
、
山
道
を
一
歩
ず

つ
踏
み
し
め
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。
こ
の

日
は
爽
や
か
な
陽
気
で
、
残
雪
の
あ
る
雄

大
な
景
色
や
ブ
ナ
の
新
緑
が
、
登
山
客
を

迎
え
ま
し
た
。

　

登
山
道
か
ら
夜
叉
ヶ
池
ま
で
は
、
片
道

３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
が
、
登

山
さ
れ
る
際
に
は
、
体
調
を
十
分
整
え
自

分
に
合
っ
た
登
山
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
運
行
が
始
ま
っ
た

「
徳
山
ダ
ム
号
」
が
３
年
目
を
迎
え
、
６

月
20
日（
日
）
に
、
通
算
１
５
０
便
で
乗

車
人
数
５
０
０
０
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

記
念
の
５
０
０
０
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
三
重
県
桑
名
市
か
ら
お
越
し
の
堀
田

さ
ん
で
、「
一
度
は
徳
山
ダ
ム
を
見
に
行

き
た
い
と
思
い
、
よ
う
や
く
本
日
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
も
、
記
念
す

べ
き
５
０
０
０
人
目
に
な
っ
て
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
～
９
月
に
か
け
て
運
行
さ
れ
る
徳

山
ダ
ム
号
は
、
ダ
ム
堤
体
内
部
の
見
学
が

で
き
る
「
ダ
ム
探
検
コ
ー
ス
」
が
設
定
さ

れ
、
楽
し
み
が
満
載
で
す
。

谷
汲
農
園
で
じ
ゃ
が
い
も
収
穫
祭

～
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
～

　

谷
汲
振
興
事
務
所
東
側
に
位
置
す
る
谷

汲
農
園（
谷
汲
徳
積
）で
、６
月
５
日（
土
）、

じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
農
園
は
、
遊
休
農
地
の
利
活
用
を

目
的
と
し
て
、
栽
培
管
理
を
地
元
の
農
家

の
皆
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
オ
ー

ナ
ー
農
園
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
じ
ゃ
が
い
も
の
出
来
栄
え
は

上
々
で
、
か
ご
や
袋
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
す

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
園
で
収
穫
さ
れ
た
じ
ゃ
が
い

も
で
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

好
評
で
し
た
。
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Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ
清
掃
活
動

～
マ
ナ
ー
向
上
で
地
域
を
美
し
く
～

収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
給
食
に

～
揖
斐
特
別
支
援
学
校
高
等
部
～

消
火
栓
塗
装
補
修
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
揖
斐
川
町
水
道
組
合
～

科
学
の
祭
典
岐
阜
大
会
in
揖
斐
川

～
科
学
の
不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
～

　

６
月
23
日（
水
）
県
立
揖
斐
特
別
支
援

学
校
（
谷
汲
深
坂
）
の
生
徒
14
人
が
、
登

下
校
で
利
用
す
る
揖
斐
川
町
三
輪
の
本
揖

斐
バ
ス
停
と
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
で
、
清
掃

奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
マ
ナ
ー
ズ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

ズ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
活
動
は
、
清
掃
活

動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し
、
奉
仕
の
心

を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
社
会

の
マ
ナ
ー
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
思
っ
て
い
た
よ

り
ゴ
ミ
が
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
気
が
つ
い
た
ら
拾
う
よ
う

に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲清掃奉仕活動をする生徒たち（養老鉄道揖斐駅前で）

▲「みかんでスタンプ」に取り組む子どもたち

▲塗装補修作業の様子▲塗装補修完了！！

▲じゃがいもの収穫をする生徒たち

　

県
立
揖
斐
特
別
支
援
学
校
（
谷
汲
深
坂
）

は
、
昨
年
４
月
の
開
校
当
初
か
ら
、
作
業

学
習
と
し
て
、
じ
ゃ
が
い
も
、
里
芋
、
さ

つ
ま
い
も
な
ど
の
農
作
物
を
育
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
農
作
物
は
、
地
産
地
消
、
食

育
を
目
的
と
し
て
、
揖
斐
川
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
順
次
、
購
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

６
月
25
日（
金
）
は
、
高
等
部
の
農
園

芸
班
７
人
が
、
農
作
業
の
指
導
を
行
な
っ

て
い
る
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
谷
汲
」

の
方
々
と
一
緒
に
初
出
荷
と
な
る
じ
ゃ
が

い
も
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
を
終
え
て
生
徒
た
ち
は
、「
農
作

業
は
大
変
で
す
が
、
給
食
に
な
る
の
が
楽

し
み
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

６
月
26
日（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
、「
科
学
の
祭
典
岐
阜
大
会
in
揖
斐

川
」
が
開
催
さ
れ
、
約
６
０
０
人
の
子
ど

も
た
ち
が
実
験
や
工
作
を
楽
し
み
、
科
学

の
不
思
議
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

５
年
目
と
な
る
今
年
は
、
岐
阜
聖
徳
学

園
大
学
教
育
学
部
の
学
生
65
人
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
15
の
実
験
ブ
ー
ス
を
運
営
し
ま

し
た
。

　

ス
ラ
イ
ム
や
風
船
ロ
ケ
ッ
ト
、万
華
鏡
、

割
れ
な
い
シ
ャ
ボ
ン
玉
な
ど
、
色
々
な
実

験
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

興
味
津
々
で
科
学
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日（
木
）、
揖
斐
川
町
水
道
組
合

員
の
15
社
15
人
が
老
朽
化
し
た
消
火
栓
の

塗
装
を
補
修
す
る
塗
装
補
修
奉
仕
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
今
年
度

か
ら
始
動
し
、
こ
の
日
は
、
揖
斐
地
区
で

約
60
か
所
の
塗
装
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
毎
年
活
動
は
継
続
さ
れ
、
５
年

間
で
揖
斐
川
町
全
域
の
老
朽
化
し
た
消
火

栓
の
塗
装
補
修
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。


